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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
日本人の高齢者コホートを用いて､推奨する運動の種類と全死因死亡､新血管系
(CVD)死亡､癌死亡の関連性を検討した｡静岡市の 65-84歳の老人 22,200人をランダ
ムに選択し､最終的に10385人を解析対象とし､1999年から2006年にかけて追跡し､
三種類の運動(歩行､運動､体を動かす作業)を一日に 30分以上行う頻度と死因別死
亡リスクを､共変量で調整した全死因死亡､心血管系疾患(以下 CVD)死亡､癌死亡の
ハザード比(HR)と95%信頼区間(以下 95%CI)として推定した｡積黒として､全死因死亡､
cvD死亡はすべての運動により減少した｡疾患の有無により層別しても結果は同様で
あった｡癌死亡と運動の関連性は明らかではなかった｡結論として､疾患を有する高齢
者において運動は有益であることが示唆された｡以上より､本研究は､多くの人を対象
にし､運動が高齢者に有益であることを証明したコホート研究であり､衛生学･公衆衛
生学的に価値ある労作と認められた｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
